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1.はじめに

文部科学省による「体力・運動能力調査J(平成 13年度)により、全国青少年の基本的

運動能力および握力「筋力Jの年次推移1)の傾向をみると、長期的には発育期の一部年齢

において年次変化の差が認められないものもあるが、ほとんどの年齢段階でいずれの基礎

的運動能力および握力も低下傾向にあることを示している。西島は、スポーツテストを用

いた文部科学省体力・運動能力調査報告書データから子どもの体力の経年的推移を統計的

に分析した結果、昭和39 (1964)以降では向上傾向が継続していたが、昭和田(1978)

年頃をピークとして、昭和60(1985)年頃以降では継続的な低下傾向であることが確認

された。また、体力水準には運動・スポーツ実施頻度および実施時聞が大きく影響してい

ることが確認された2)と報告している。

幼児期の運動能力低下についても、多くの研究報告がなされているが、吉田らによると

1986年と 1997年を比較すると幼児の運動能力は、約3ヶ月から 6ヶ月遅れている3)と述

べている。また松岡は、幼稚園での運動量が多いものは、卒国後の小学 1年時でも運動量

が多いトラッキング現象が認められ、小学 1年時の運動量の少ない者は祭日(休日の意)

の家庭での運動量も継続的に少ない傾向を示した4)ことを報告している。運動能力の基礎

を作る幼児期は、生涯にわたり強い影響を及ぼす大変重要な時期であると言える。

全体的に子どもの体力低下傾向が認められる原因として、環境の変化が考えられる。世

の中の変化は著しく、社会的変化として交通機関の発達や、生活環境の変化として電化等

による省力化傾向など、利便性が高い社会が形成されてきている。

しかしその反面、遊び場の減少や早期教育環境、遊ぶ内容の変化として、例えば電子機

器によるゲーム機(以下、「ゲームJと略す。)の普及などにより体を動かす機会が減少し、

結果として運動不足の子どもが多くなっている。運動能力低下の原因は、日常生活におけ

る活動量の減少や、総合的でバラエティーに富んだ運動に対する活動形態の不足があげら

れる。

幼少期の運動能力の発達は、トラッキング現象に見られるように体を動かすことによる

運動経験の質と量に依存し比例すると言える。社会、生活環境の変化に伴い、必要な運動

量を確保することが困難な現状であるとすれば、状況を改善する方法を考える必要がある。

そこで、好ましい運動能力を発達させる原点とも言える幼児期の生活様式のあり方を検

証し、どのように幼児期のライフデザインを設計すべきかを探求することとしたい。
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2.研究の目的と方法

本研究の目的は、運動能力低下の原因が子どもを取り巻く環境の変化とどのような関連

があるのかを探り、現在の生活様式の改善や生活様式に適した幼児期のライフデザインを

提案することである。そこで和歌山県日高郡南部JII村における保育所の園児を持つ保護者

170名を対象に家庭での運動状況、生活環境のアンケート調査を実施(2003年8月)した。

アンケート用紙の回収率は75%で有効回答者は2歳児2名、 8歳児36名、 4歳児43

名、 5歳児45名の計126名について検討した。また、保育土8名にもアンケート調査を

行った。親が子どもであった時の様子(以下、「過去jとする。)と自分の子どもの様子(以

下、「現在」とする。)を比較することによって、過去と現在の「環境jの変化や f遊び方J

の変化、「動的遊び(体を動かす遊び)と静的遊び(体を動かさない遊び)Jの変化(比率)

について分析を試みた。

3.結果と分析

質問はすべて上述の表現に示した通りの「過去Jと「現在」とを比べて、どのように変

化したかを尋ねた。今回のアンケート調査の結果より、子どものライフスタイルの変化(図

1)として、 52%が f夜型であるj と回答したことから「過去j と比べ「現在Jは夜型傾

向である。さらに興味探い点は、 3歳児が58%、4歳児が 56%、5歳児が44%の!顧で年齢

の抵い子どもほど夜型になっている。年長になり、小学校就学前になると生活を規則正し

くしていることが推測されることに加え、より多くの動作の習得による運動質・量の増加

の結果、身体疲労が蓄積し睡眠の誘発に影響していることが考えられる。

総合的な運動量(図2)では、「少ないJrかなり少ないjの合計で 58%になることから

「過去Jに比べ「現在」では、運動量が減少傾向であり、歩く距離、走る距離も「過去j

に比べ「現在jは「少ないJrかなり少ないjの合計が 65%となった。この結果は、和歌
山県日高郡においても交通機関の現状と、利用交通手段との関係に伴う環境の変化が原因

の一つであると考えられる。また、「外は率が多くて危険Jr子どもが標的となる危険な犯
罪の増加により、車の送迎が増えたj と言う意見が多かった。
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外遊び(体を動かす遊び)の時間{図3)については f滅ったJrかなり減った」の合計

が62%となり、一方、図4による内遊び(ゲ}ムや折り紙など)の時間については、「増え

たJrかなり増えた」の合計が61%となった。以上の結果から、 f過去」より「現在」の方
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図3.外遊びをする時間
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が外遊びより内遊びをする比率が高いととが確認された。また体力については、「ないJrか

なりない」の合計が52%となり、病気に対しての抵抗力など、体が f弱いJrかなり弱い」

と56%が答えた。遊び方の変化(図5)では、 59%が f変わったJと答え、テレピやグー

ムをする時間は、 80%が f増えたjrかなり増えたJと回答した。遊び方の変化の具体例で

は、「家の中で遊ぶことが多くテレビやゲームをしている時聞が多くなったjr最近の子ど

もは人数が増えるとうまく遊べない気がするjr大勢で遊ぶ機会が少ないJr昔は上下の関

係なく集団で遊んだが今は一人遊びの子が多いJなどの意見が多かった。体を使って遊ぶ

ことよりも、ゲームやテレビなどに時間を費やす運動を伴わない遊びが多くなっているこ

とが明らかになった。木登りや登り棒、鉄棒などする時間(図6)は、「少ないjrかなり
少ないJの合計で74%となった。この回答から運動の種類の中でも、特に木登りや登り棒、

鉄棒など、手・腕で身体を支える運動形態がかなりの減少傾向にあることが伺える。
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図5.遊び方の変化
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f過去」と「現在Jを比べて子どもを取り巻く環境の変化で最も多かった意見は、「犯罪

の低年齢化や凶悪犯罪により、小さな子どもが犠牲になる事件が増加しているため、外で

遊ばせるには不安があるJであった。「夏の外遊びは気温が高く、紫外糠が強いJという意

見もあった。

保育土に行ったアンケート調査から「交通量が増え散歩に行ける安全な場所が少なくな
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ったJr家庭での室内遊びの延長で室内遊びを好む子どもが多いJr小さい時から自然を相

手に体を動かしていないため、危険を回避する動作が遅いJr手、足の動作が鈍い1rノレ}

ノレ遊び(ごっこ遊び)が少なくなったjなどであった。以上から、保育者も保護者と同様

の回答をよせていることが確認された。

動的遊びと静的遊びとの比率で、「過去jの平均は6.9対3.1であり、「現在Jは5.2対4.8

であった。ここでの動的遊びと静的遊びは、大きく分けて体を使う遊びと体を動かさない

遊びの比率について f過去j と「現在Jを比較している。この中で動的遊びは、体操教室

などスポーツ教室に通って運動をしている場合は、動的遊びとして加算した。またピアノ、

英語教室などの塾に通っている場合は静的遊びとして加算した。以上の結果から、「現在j

は「過去jに比べて全体的に動的遊びが減少し、遊びの内容・遊び方ともに変化している

ことが確認された。

4.考察・まとめ

今回の調査の結果により、子どもの生活習慣の夜型化傾向、総合的な運動量の低下、遊

びの内容・遊び方の変化などが明確になった。しかしこれらの問題点は、必ずしも個々の

家庭内や地域に潜む特別な理由によるものではなく、むしろ社会不安、例えば近隣の犯罪

や交通事故等の多発による危険因子の増加が起因となっていると言える。

多岐にわたる犯罪の低年齢化傾向は現在大きな社会問題となっている。そのような不安

要因の増加が、遊びの内容を変化させ、結果的には運動質・量の減少の誘因になっている。

幼児期に十分な運動の質・量を保障することは、発育・発達の成長過程において大変重

要であることは言うまでもない。“多彩な動き(個々に似合った運動模様としての豊富な身

体活動形態5))を含んだ運動"を実施し、それらの多様な運動形態を自ら取り込み、またそ

れらを学習させることは、幼児期にとって必要不可欠な要素である。

現在の環境の変化に適応した運動遊びを検討するより、むしろ環境の変化から現在の体

力に即した運動遊びは“どうあるべきか"を検討する必要がある。そこに幼児期における

ライフデザインの設計、即ち科学的な分析に基づく運動形態を明確に提示した今後の幼児

体育の方向性が、そこに示唆される。
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